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 特別企画 館長からのご挨拶  

 

これからの図書館 

 

茨城県立図書館長 

山田順一 

 

 県立図書館長の山田でございます。 

 県立図書館ボランティアの皆様には、日

頃から各分野での活動で図書館サービスに

御協力をいただき、心より感謝申し上げま

す。 

 県立図書館は、現在の場所に移転開館し

て 19年目を迎えました。図書館資料の収

集整備と利用環境の工夫・改善、資料の利

用促進及び館内外サービス活動の充実・強

化を図り、県民の生活の向上及び文化の発

展に寄与するため、職員一同、日々の業務

に取り組んでいるところでございます。 

 一方、図書館の運営やサービスの提供

は、当館職員だけではとても対応できるも

のではございません。開館とともに発足し

た県立図書館ボランティアの皆様のお力添

えが必要不可欠であります。 

こうした中、本年度は新型コロナウイル

スによる感染拡大の懸念から、ボランティ

ア活動が一時全面休止となりました。その

ため、図書館自体も臨時休館となったこと

はもとより、図書館サービスの提供の面で

も大きく後退を余儀なくされております。 

当館におきましては、このような状況下

で、各分野における県立図書館ボランティ

アの皆様が、いかに安全・安心に活動でき

るかを模索してまいりました。その結果、

一部のボランティア分野につきましては、

活動を再開できましたが、未だに活動がで

きないボランティア分野もございます。感

染拡大が収束に向かい、すべての分野で安

全・安心にに活動していただけることにな

りましたら、引き続き当館に対する御協力

をお願い申し上げます。 

続きまして、本年度の県立図書館の主な

取組について、御案内いたします。 

はじめに、図書館の資料整備についてで

ございますが、国際化、情報化，高齢化

等、社会の動向を的確に捉え、利用者の需

要を適切に反映させるため、働き方改革や

地域医療・福祉に関する資料など、時代の

ニーズに沿った資料や児童資料、郷土資料

などの収集に力を入れてまいります。 

 次に，図書貸出サービスについてでござ

いますが、利用者のサービス向上・負担軽

減を目的として、インターネット予約によ

る遠隔地貸出サービス「ぶっくびん」を本

年 2月から開始いたしました。これまで

は、当館所蔵の図書資料を借りたい場合
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は、直接、県立図書館に来館しなければな

らなかったものが、インターネットを介し

て、利用者は近くの市町村立図書館で、県

立図書館の資料を借りることが出来るサー

ビスとなっております。 

今年度は、38市町村、51図書館で、

「ぶっくびん」が利用可能です。 

さらに、今年度は、県立図書館内のエン

トランスホールに、カフェをオープンする

予定です。 

現在、県立図書館の利用者は、減少傾向

にありますが、県民の交流空間を創出する

ためのカフェを開設することによって、新

規の利用者を獲得するとともに、カフェで

コーヒーを飲みながら好きな本を楽しむ

等、新たな利用の形を提案し、利用者にと

って魅力あるサービスの提供に努めてまい

ります。 

 結びに、今後ともボランティアの皆様に

おかれましては、県立図書館におけるサー

ビスや普及活動が、ますます充実・発展す

るよう、引き続き御協力を賜りますようお

願い申し上げ、あいさつといたします。 

 

令和 2年 7月 7日 

 

 

 編集後記  

 

 一世紀に一度あるか否かというまれなウ

イルスである新型コロナウイルスによる世

界の感染者数と死亡者数は、膨大な数に達

しており、いまなお、収束していません。

そのため、慎重な対応が必要です。 

県立図書館のボランティア活動では、現

場でなければできないこともあれば、自宅

でもできることもあり、後者に分類される

ものは、「広報」と「郷土資料」と「外国

語資料」のグループの作業です。たとえる

ならば、最近、世の中でよく使われている

言葉である「在宅勤務」のようなもので

す。 

 広報グループは、国内外のどこにいて

も、Wi-Fi(Wireless Fidelityの略)を利用

し、県立図書館の担当職員とのメールのや

り取りにより、作業を進めることができる

ため、新型コロナウイルスの影響を受ける

ことはありません。 

 世の中の在宅勤務では、一人で、メール

のやり取りによって対応できる仕事もあり

ますが、そうではなく、数名か数十名の人

達と同時にリアルタイムで、顔を見なが

ら、意見のやり取りをしなければならない

仕事もあり、後者の場合には、PCソフト

として、世界的に、「ZOOM」と「MEE 

T」が、採用されています。 

広報グループでは、「MEET」をインス

トールし、利用できるようにしてあるもの

の、実際には、利用するに至っていませ

ん。しかし、世の中に遅れないように、い

つでも、対応できるようにstand by状態に

しています。 

 web時代になり、書籍離れ、結果として

図書館離れ進行中であり、国内外、国公私

大図書館、県立図書館、市町村立図書館の

相違を問わず、利用者数の減少という問題

を抱えています。その対策として、さまざ

まな施策が、実施されています。 

 土浦市立図書館では、JR常磐線土浦駅
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前に複合施設のメインテナントとして図書

館を移転し、買い物の途中でも立ち寄れる

ようにしました。多く採用されている改善

策は、誰でも、いつでも、気楽に集える

「コミュニティ－センター」のような機能

を備えた図書館です。 

県立図書館長には、図書館を巡る社会背

景を汲み取っていただき、「これからの図

書館」と題し、県立図書館で実施中の対策

について執筆していただきました。 

今後も、県立図書館職員とボランティア

が、将来に明るい話題を見いだせるような

内容の原稿を掲載する方針です。 

館長の挨拶に記されているとおり、県立

図書館のエントランスホール全体に、カフ

ェコーナーが工事中であり、新型コロナの 

影響もあり、カフェの完成時期について

は、7月現在未定です。どのようなデザイ

ンなのか、関心があります。 

 ですから、あらためて、館内を探索し、

取材を兼ねて、写真撮影のみならず、カフ

ェコーナーの雰囲気とコーヒーの香りとお

いしいショートケーキなどの味も報告する

予定です。 

次の通信紙No.51には、カフェコーナー

の魅力が伝わるような、誰しも、ぜひ、県

立図書館に足を運んでみたいと感じられる

ような特集記事を掲載したいと考えていま

す。 

 

             桜井 淳 


